
【７月・８月の主な行事予定】 

1 日（月）プール参観週間～７/５まで 委員会活動 
2 日（火）ICT サポーター 
3 日（水）【４限】オンライン集会 ☀太陽の広場 PTA 役員会 
4 日（木）交通安全教室（１年・４年） SSW 教育相談 
5 日（金）３年ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ見学（給食あり・弁当不要）はなまるタイム 
6 日（土）学校評議員会 
 
8 日（月）６年居住地交流 クラブ活動③ SC おおぞら個人懇談～7/12 まで 
9 日（火）４-１は研究授業のため【６限】 他は【特５】 ICT サポーター 

10 日（水）４年・６年出前授業 
11 日（木）あいさつ運動 SSW 教育相談 
12 日（金）あいさつ運動 ６年校外学習（給食なし）AET はなまるタイム 

 
15 日（月）海の日 
16 日（火）【４限】ICT サポーター 
17 日（水）【４限】 
18 日（木）【４限】給食最終日 SSW 
19 日（金）【３限 11：05 下校】１学期終業式  
 
22 日（月）夏休みプール①（１～６年） 
23 日（火）夏休みプール②（２/５/６年/やまばと） 
24 日（水）夏休みプール③（１/３/４年/やまばと） 
25 日（木）夏休みプール④（１～６年） 
26 日（金）夏休みプール⑤（１～６年） 

  
８月 
 

3 日（土）高野台納涼祭（夏祭り） 
10 日（土）～16（金）学校閉庁日 
21 日（水）夏休みプール⑥（１～６年） 
22 日（木）夏休みプール⑦（２/５/６年/やまばと） 
23 日（金）夏休みプール⑧（１/３/４年/やまばと） 
 
26 日（月）【３限授業 11：05 下校】２学期始業式 
27 日（火）【４限】給食開始 二測定６年 夏休み作品展～29 日まで 
28 日（水）【４限】二測定５年 
29 日（木）【４限】二測定４年 
30 日（金）【４限】二測定３年 
 

２学期以降の太陽の広場については、決まり次第お知らせいたします。 

運動会の片づけについて 

当日、テントの撤収作業ではたくさ

んの方にお手伝いいただき、本当に

助かりました。ありがとうございま

した！ 

授業アンケートの実施について 

教員の資質能力向上のため、今年度も授業力アンケート

を実施します。 

〇アンケート配付日      ７月 ５日（金） 

〇回収締切日          ７月１２日（金） 

個人情報袋に入れて配付しますので、封をして担任まで

提出してください。ご理解ご協力のほどお願いいたします。 
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運動の技能と間合い                     
校 長  村上 弘明 

不安定な天候が続いていますが、6 月後半から水泳学習が始まっています。7 月の水泳参観では、スター

トし始めの水泳学習のようすを観ていただければと思います。 

吹田市の水泳学習では、『命を守る水泳学習』をテーマに掲げています。コロナ以前まで吹田市では小学校

６年生での泳力の目標を２００ｍとしてきたのも、このテーマに関わって導き出されたものです。速く泳ぐこ

とをめざすだけの水泳ではなく、水から自分の命を守ることを大切な目標にして、平泳ぎなどの泳法でゆっ

くり長く泳ぎ続ける泳力を身につける指導に取り組んできました。１年生の水慣れ・水遊びから始まり、たく

さん慣れたくさん遊ぶところから始まって、学年を追って段階的に泳ぎを伸ばしていきます。水の中でしっ

かり息が吐けること。身体の力を抜いて浮くことができること。長く泳ぎ続ける泳力を支えるこれらのエッセ

ンスを低学年の水遊びの動きの段階から高学年においてもたくさん経験していきます。そうした指導の積み

重ねを大事に生かしながら、泳力を支えるベースの部分を大事に子どもたちと水泳学習を進めていきます。 

 

さて、指導人数確保の関係で私は６年生の水泳学習に参加しています。 

平泳ぎでは、ゆったりと伸びをとって長い距離も楽に泳ぐことを身につけていこうと取り組んでいます。

横の人とペースを揃えて泳いでみたり、前の人との間隔を保ったまま泳いでみたりします。「命を守る水泳」

という意味でも、自分や自分の周りの人が安全に泳ぐことができる間隔を保つことが大事です。自分のペー

スだけで泳いで前を泳ぐ人に近づきすぎると、前を泳ぐ人の足が当たったりします。当たるととても痛いで

す。結果、安全に泳ぐことができなくなってしまいます。 

運動では、運動そのものを楽しんだり技能の向上をめざしたりしますが、その運動や動きをするための空

間が必要になります。例えば、準備運動の時の体操隊形は手を広げてもお互いに当たらない間隔を少ない

移動で確保するためのものです。縄とびをする場合にも、縄が当たらない間隔を確保できることが必要にな

ります。それぞれ運動によって違いがありますが、その運動をするのに必要な、自分も周りの人も安全に運

動することができる間隔がわかり、スペースを見つけたり創り出したりして確保する力は、運動をする上で

子どもたちに身につけてほしい大切な力です。 

こうしたスペースは武道では間合いにあたるかもしれません。私は武道をしていましたが、さまざまな武

道においては間合いをつかむ（体得する）ことが大変重要だと思い知らされます。スポーツとは別に、人との

かかわりにおいても、身体的な距離感や心理的な距離感など、お互いにとって心地よい距離や間合いを掴

んでいくことが必要になります。こうしたさまざまな距離や間合いについても子どもたちに考えさせ気づか

せていきたいと思います。 

 

          

工事のお知らせ 

７/15～９/20に体育館の空

調設備を新設するための工

事があります。7/22～８/４

の期間は体育館を使用でき

ませんが、その他の期間につ

いては学習活動に支障のな

いよう行われます。 

https://www.irasutoya.com/2012/05/blog-post_6377.html
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https://www.irasutoya.com/2012/05/blog-post_7916.html

